
津山郷土博物館だより｢つはく」

＝

』
f

K 〃

L罰
！

■■

、

■■■■■■■■■■■■

】
面
】
面一
丘
〉

一
丘
〉■■

P
b
P
b

．．

…．q■
ー

二4三＞

$土博物館･昭和M"2!~'E

…．q■
ー

二4三＞

$土博物館･昭和63型I息一

…凧FUyamaMCity

一

コ r
ー

自日剛士1騨E別胴堀･'1庖荊I室(表紙写真開I室(表紙写真開I室(表紙写真開

可可可

のZ崖11のZ崖11のZ崖11



歴代館長随想津博2019.5No.100

津
山
郷
土
博
物
館
設
立
の
淵
源
は
昭

和
四
十
六
年
の
津
山
市
博
物
館
基
本
椛

想
審
議
会
発
足
に
遡
る
。
こ
れ
は
昭
和

二
十
六
年
開
館
の
市
立
津
山
郷
土
館
を

母
体
と
し
て
、
本
格
的
な
歴
史
博
物
館

津
山
郷
士
博
物
館
の
開
館
か
ら
約
三

十
年
、
年
号
も
平
成
か
ら
令
和
へ
と
改

ま
り
ま
し
た
が
、
博
物
館
だ
よ
り
「
津

博
」
は
今
号
で
通
算
百
号
と
な
り
ま
し

た
。
そ
れ
を
記
念
し
て
、
今
回
は
特
別

編
集
を
行
い
、
二
つ
の
記
念
企
画
を
組

み
ま
し
た
。

そ
の
一
つ
は
「
歴
代
館
長
の
随
想
」

で
す
。
市
教
委
の
文
化
課
長
と
の
兼
任

で
は
な
く
な
っ
て
か
ら
、
館
長
と
し
て

勤
務
さ
れ
た
皆
さ
ん
に
、
「
津
博
」
百

号
を
迎
え
た
今
、
思
っ
て
い
る
こ
と
や

考
え
て
い
る
こ
と
を
、
自
由
に
書
き

綴
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

津
山
郷
土
博
物
館
の
開
館
ま
で

湊
哲
夫

（
任
期
函
平
成
８
年
４
月
～
肥
年
皿
月
）

歴
代
館
長
の
随
想

「
津
博
」
百
号
記
念
企
画
①

を
創
設
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

そ
の
た
め
翌
年
四
月
に
は
筆
者
を
含
む

学
芸
員
二
名
が
新
規
採
用
、
同
年
九
月

に
は
教
育
委
員
会
に
津
山
市
郷
士
博
物

館
設
立
準
備
事
務
局
が
設
置
、
用
地
も

津
山
文
化
セ
ン
タ
ー
北
側
と
決
定
さ
れ
、

昭
和
五
十
年
の
開
設
に
む
け
本
格
的
な

準
備
が
す
す
め
ら
れ
た
。
と
こ
ろ
が
、

昭
和
四
十
八
年
十
月
の
い
わ
ゆ
る
オ
イ

ル
シ
ョ
ッ
ク
を
う
け
、
博
物
館
計
画
も

頓
挫
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。

博
物
館
構
想
が
再
浮
上
し
た
の
は
、

津
山
市
役
所
の
現
在
地
へ
の
移
転
に
伴

う
跡
地
利
用
を
め
ぐ
っ
て
で
あ
る
。
こ

の
と
き
に
は
、
移
転
後
の
庁
舎
本
館
を

博
物
館
と
す
る
意
見
と
記
念
館
と
す
る

意
見
に
大
分
さ
れ
た
が
、
結
局
、
昭
和

五
十
七
年
津
山
市
庁
舎
等
跡
地
利
用
審

議
会
は
市
政
記
念
館
と
答
申
し
た
。
し

か
し
、
昭
和
五
十
八
年
の
津
山
市
市
政

記
念
館
検
討
委
員
会
の
答
申
で
は
津
山

郷
土
館
を
旧
庁
舎
本
館
に
移
す
こ
と
と

し
、
事
実
上
博
物
館
計
画
が
復
活
し
た
。

そ
し
て
、
昭
和
六
十
年
か
ら
本
館
の
改

築
工
事
に
着
手
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

か
く
し
て
、
博
物
館
計
画
が
進
む
こ

と
と
な
っ
た
が
、
そ
の
後
の
経
過
も
順

調
と
は
い
か
な
っ
た
。
そ
の
一
つ
は
、

建
築
工
事
と
展
示
工
事
が
分
離
さ
れ
、

前
者
を
市
建
設
部
、
後
者
を
教
育
委
員

会
が
所
管
し
た
こ
と
で
あ
る
。
し
か
も
、

先
の
答
申
を
め
ぐ
る
意
見
の
相
違
を
反

映
し
て
、
前
者
が
市
政
記
念
館
、
後
者

が
歴
史
博
物
館
と
造
営
の
理
念
を
大
き

く
異
に
し
た
。
例
え
ば
、
一
階
正
面
の

大
理
石
階
段
で
あ
る
。
こ
れ
は
大
変
立

派
な
も
の
で
、
記
念
館
で
あ
れ
ば
何
よ

り
尊
重
す
べ
き
で
あ
る
が
、
勾
配
の
問

題
な
ど
博
物
館
と
し
て
は
持
て
余
し
気

味
の
も
の
で
あ
る
。
次
に
、
三
階
中
央

の
展
示
室
は
、
旧
市
議
会
議
場
の
景
観

を
保
存
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
天
井
が

極
端
に
高
く
、
他
の
展
示
室
と
断
絶
す

る
と
と
も
に
、
天
井
部
の
照
明
施
設
の

管
理
に
も
難
渋
し
た
。

今
一
つ
は
、
展
示
工
事
の
大
幅
な
遅

延
で
あ
る
。
昭
和
六
十
年
に
着
工
し
た

建
築
工
事
は
昭
和
六
十
二
年
九
月
に
完

成
し
、
そ
の
半
年
後
の
六
十
三
年
四
月

開
館
と
す
る
の
が
津
山
市
の
方
針
で

あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
常
設
展
示
の
基

本
設
計
の
着
手
が
昭
和
六
十
一
年
十
二

月
、
完
成
が
翌
年
三
月
と
、
開
館
予
定

約
一
年
前
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、
や
む

を
え
ず
実
施
設
計
を
省
略
し
、
基
本
設

計
の
み
で
展
示
工
事
に
入
る
こ
と
と

津山城復元模型 知新館（旧津山郷土館）
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な
っ
た
。
津
山
城
復
元
模
型
に
い
た
っ

て
は
、
設
計
・
施
工
の
一
括
契
約
と
せ

ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。
こ
の
よ
う
な

「
突
貫
工
事
」
に
よ
り
、
か
ろ
う
じ
て

昭
和
六
十
三
年
四
月
二
日
の
開
館
を
迎

え
る
こ
と
が
で
き
た
。

以
上
の
よ
う
な
粁
余
曲
折
を
経
て
開

設
し
た
津
山
郷
土
博
物
館
で
あ
る
が
、

右
の
経
過
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
昭

和
四
十
六
年
以
来
の
本
格
的
な
博
物
館

構
想
実
現
ま
で
の
暫
定
的
な
も
の
と
す

る
の
が
筆
者
の
理
解
で
あ
る
。
と
は
い

え
、
開
館
以
来
三
十
余
年
、
市
内
外
の

多
く
の
方
々
の
理
解
と
協
力
に
よ
り
一

定
の
成
果
を
あ
げ
て
い
る
こ
と
も
事
実

で
あ
る
。
今
後
と
も
、
市
民
に
密
着
し

た
生
涯
学
習
の
場
と
し
て
、
ま
た
津
山

か
ら
全
国
へ
の
情
報
発
信
の
場
と
し
て
、

さ
ら
な
る
発
展
を
期
待
す
る
も
の
で
あ

る
。

津
山
郷
土
博
物
館
の
二
階
に
古
い
井

戸
が
あ
る
。
中
国
自
動
車
道
の
建
設
に

伴
う
発
掘
調
査
で
見
つ
か
っ
た
も
の
で
、

あ
っ
た
場
所
は
津
山
市
総
社
す
な
わ
ち

美
作
国
の
国
府
の
あ
っ
た
あ
た
り
で
あ

る
。

美
作
国
は
、
和
銅
六
年
（
七
一
三
）

備
前
国
か
ら
分
離
し
て
成
立
し
た
と
あ

る
か
ら
、
国
府
も
そ
の
前
後
に
建
設
さ

れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
か
ら
約
一

三
○
○
年
（
１
）
に
な
る
。

昔
、
私
が
十
九
歳
で
、
世
間
知
ら
ず

の
愚
か
な
ガ
キ
だ
っ
た
こ
ろ
、
大
学
の

同
じ
ゼ
ミ
に
能
の
好
き
な
男
が
い
て
、

下
宿
も
近
か
っ
た
。
あ
る
と
き
彼
に
誘

わ
れ
て
神
戸
に
能
を
見
に
行
っ
た
。
演

目
は
「
井
筒
」
で
、
シ
テ
は
梅
若
万
三

郎
か
観
世
栄
夫
だ
っ
た
と
思
う
。
生
ま

れ
て
は
じ
め
て
見
る
能
と
い
う
も
の
に

私
は
深
く
感
動
し
た
。

こ
の
「
井
筒
」
と
い
う
曲
は
世
阿
弥

の
作
で
、
私
の
見
る
限
り
世
阿
弥
の
最

高
傑
作
の
ひ
と
つ
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ

ち
日
本
民
族
の
生
み
出
し
た
世
界
に
誇

「
井
筒
」

（
任
期
酢
平
成
四
年
１
月
～
犯
年
３
月
）

佐
野
綱
由

る
芸
術
作
品
の
中
の
最
高
傑
作
の
ひ
と

つ
で
も
あ
ろ
う
。

幼
馴
染
だ
っ
た
男
の
子
と
女
の
子
が

や
が
て
成
人
し
、
互
い
に
愛
し
合
い
、

契
り
を
結
ぶ
お
話
で
あ
る
が
、
愛
を
確

認
し
合
う
場
所
と
し
て
井
筒
が
登
場
す

る
。

男
「
筒
井
つ
の
井
筒
に
か
け
し
ま
る
が

た
け
す
ぎ
に
け
ら
し
な
妹
見
ざ
る
ま

に
」

女
「
く
ら
べ
こ
し
ふ
り
わ
け
髪
も
肩
す

ぎ
ぬ
君
な
ら
ず
し
て
た
れ
か
あ
ぐ
べ

き
」

そ
の
男
、
日
本
史
上
女
好
き
の
イ
ケ

メ
ン
と
し
て
超
有
名
な
在
原
業
平
で
あ

り
、
や
が
て
ほ
か
の
女
に
気
を
移
し
、

か
の
幼
馴
染
の
女
の
こ
と
を
忘
れ
て
し

ま
っ
て
い
た
が
、
女
の
方
は
い
つ
ま
で

も
純
真
な
気
持
ち
を
失
わ
な
か
っ
た
。

時
が
た
ち
、
廃
嘘
に
な
っ
た
在
原
寺
の

井
戸
を
訪
れ
た
旅
の
僧
の
前
に
女
の
亡

霊
が
あ
ら
わ
れ
、
愛
の
物
語
を
し
て
消

え
る
。
ま
た
僧
の
夢
の
中
に
女
が
男
の

衣
装
で
現
れ
、
恋
の
情
念
を
美
し
い
舞

い
に
舞
い
、
男
を
し
の
ぶ
。

世
阿
弥
は
伊
勢
物
語
か
ら
題
材
を
得

て
い
る
。
在
原
業
平
は
八
二
五
年
生
ま

れ
で
八
八
○
年
没
で
あ
り
、
美
作
国
の

｜
■
■
■
日
ｌ
１
Ｉ
ｌ
ｈ
Ｆ
Ｉ

国
府
が
あ
っ
た
時
代
と
重
な
る
。
能
舞

台
の
「
井
筒
」
は
ス
ス
キ
の
茂
る
中
に

あ
っ
て
、
胸
の
高
さ
と
あ
る
の
で
、
博

物
館
の
井
戸
と
は
大
き
さ
も
違
う
の
で

あ
る
が
、
ど
ち
ら
も
死
霊
が
宿
っ
て
い

る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

博
物
館
の
古
井
戸
は
樹
脂
で
つ
く
っ

た
レ
プ
リ
カ
で
あ
る
。
「
な
－
ん
だ
、

模
造
品
か
」
そ
ん
な
こ
と
を
言
う
あ
な

た
、
模
造
品
に
死
霊
が
宿
っ
て
い
る
か

い
な
い
か
、
真
夜
中
、
一
人
で
誰
も
い

な
い
津
山
郷
土
博
物
館
の
二
階
の
古
井

戸
を
訪
れ
て
確
か
め
て
み
る
が
い
い
。

‘ホ

ー鱒
Ｉ
岬
嚇
澗
州
Ⅲ
〃
皿
Ⅲ
帆
即

唐

』
」

Z

美作国府跡出土の井戸の模造品
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博
物
館
を
退
職
し
て
一
年
が
過
ぎ
た
。

こ
の
と
こ
ろ
、
縁
あ
っ
て
、
江
戸
後
期

に
人
気
文
人
画
家
と
し
て
京
都
で
活
躍

し
た
浦
上
春
琴
の
資
料
を
読
ん
で
い
る
。

そ
の
過
程
で
、
江
戸
時
代
の
文
人
や
文

人
画
に
つ
い
て
考
え
る
事
が
多
い
が
、

そ
う
し
た
と
き
に
常
に
思
い
起
こ
す
の

が
、
津
山
藩
士
廣
瀬
臺
山
で
あ
る
。
臺

山
を
深
く
知
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、

博
物
館
で
の
臺
山
の
特
別
展
を
担
当
し

た
こ
と
が
契
機
で
あ
っ
た
。
幸
い
、
豊

か
な
資
料
と
作
品
に
恵
ま
れ
て
、
文
人

画
家
と
も
評
さ
れ
る
臺
山
の
作
品
と
思

想
に
つ
い
て
、
じ
っ
く
り
と
考
え
る
事

が
で
き
た
。
今
更
な
が
ら
、
廣
瀬
臺
山

の
思
想
が
、
興
味
深
い
。

「
天
下
の
遊
民
と
な
り
て
。
風
雅
を

極
ん
と
思
ふ
類
」
が
、
武
士
の
中
に
も

存
在
す
る
。
こ
の
よ
う
に
、
脱
世
俗
を

求
め
る
文
人
の
生
き
様
を
理
想
と
す
る

よ
う
な
、
当
時
の
武
士
の
風
潮
を
感
じ

取
っ
た
臺
山
は
、
強
い
憤
り
を
感
じ
て

い
た
。
臺
山
に
す
れ
ば
、
武
士
は
藩
主

に
抱
え
ら
れ
て
、
禄
が
有
れ
ば
こ
そ
生

文
人
と
臺
山
と
博
物
館
と尾

島

（
任
期
亜
平
成
翠
年
４
月
～
鋤
年

ム
ロ

、

、

〃

ぴ

３
月
）

学
問
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
し

て
そ
れ
は
、
あ
く
ま
で
も
「
国
家
の
用

に
た
つ
べ
き
実
学
を
な
す
べ
き
」
こ
と

が
大
切
で
あ
る
。
し
か
し
、
実
社
会
に

お
い
て
は
、
「
無
学
文
盲
」
の
武
士
が

巷
に
溢
れ
て
い
る
現
実
の
中
で
、
臺
山

は
、
文
人
と
は
対
極
と
も
い
う
べ
き
、

武
士
の
あ
る
べ
き
姿
を
唱
え
ず
に
は
い

き
て
い
け
る
も
の
な
の
に
、
仕
事
も
し

な
い
で
世
捨
て
人
に
な
る
の
は
言
語
道

断
な
の
で
あ
る
。

そ
し
て
、
彼
独
自
の
文
武
両
道
論
を

展
開
す
る
。
臺
山
に
と
っ
て
、
文
武
は

ひ
と
つ
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
武
士
た
る

者
は
、
文
武
兼
備
た
る
こ
と
、
こ
れ
が
、

最
終
的
に
は
結
論
と
な
る
。
そ
の
意
と

す
る
と
こ
ろ
は
、
聖
人
の
道
が
文
で
あ

り
、
そ
れ
が
世
に
行
わ
れ
る
こ
と
が
武

で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
文
武
は
一
体
の

も
の
で
あ
っ
て
、
例
え
ば
学
問
と
武
芸

と
に
分
か
れ
る
よ
う
な
も
の
で
は
な
い
。

戦
乱
の
世
に
あ
っ
て
は
、
武
力
に
よ
っ

て
聖
人
の
徳
を
広
め
て
平
和
を
も
た
ら

し
、
聖
人
の
徳
に
よ
っ
て
平
和
な
時
に

あ
っ
て
は
、
大
乱
に
備
え
て
武
力
を
保

持
す
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
文
を
実

現
す
る
こ
と
が
武
な
の
で
あ
る
。
そ
し

て
、
そ
の
文
を
身
に
つ
け
る
た
め
に
は
、

ら
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

臺
山
が
主
張
す
る
世
の
中
の
役
に
立

つ
学
問
、
す
な
わ
ち
実
学
と
い
う
言
葉

は
、
現
代
に
あ
っ
て
は
、
直
接
的
に
課

題
解
決
の
役
に
立
つ
学
問
と
し
て
、
技

術
的
・
即
物
的
に
考
え
ら
れ
が
ち
で
あ

る
が
、
実
は
、
人
間
と
社
会
へ
の
深
い

考
察
を
伴
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
学
問
が
、

社
会
の
進
歩
に
貢
献
す
る
学
問
で
あ
り

続
け
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
と
理
解

し
た
い
。
勿
論
、
臺
山
は
身
分
制
社
会

で
あ
る
江
戸
時
代
の
人
間
で
あ
り
、
自

由
や
民
主
主
義
を
唱
え
て
い
る
わ
け
で

は
な
い
。
し
か
し
、
私
た
ち
は
臺
山
の

言
葉
か
ら
、
今
の
私
た
ち
に
必
要
な
理

念
を
読
み
取
る
こ
と
は
で
き
る
は
ず
で

あ
る
。

博
物
館
に
は
、
何
千
年
も
の
人
々
の

営
み
が
実
物
資
料
と
し
て
保
存
さ
れ
、

研
究
を
深
め
た
上
で
展
示
公
開
さ
れ
て

い
る
。
私
た
ち
が
そ
こ
か
ら
何
を
汲
み

取
り
、
何
に
活
か
し
て
い
く
の
か
、
そ

れ
は
、
私
た
ち
自
身
の
課
題
で
あ
る
。

一

’
’

一

,1

0

臺山の著作『文武雅俗煙渭辨』 （左）と『登山随筆』

4
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「 ~､
』可

3月16日仕)に第117回文化財めぐりを開催しました。今回は、河辺公民館を起点に松風庵や

河辺神社、国分寺跡など津山市河辺・国分寺地区を歩き地域の歴史に触れました。当日は天気

にも恵まれ、参加者の皆さんは春のウオーキングを楽しんでいました。

［ ノ

可「 進捗状況進捗状況震改修工事の震改修工事の事I耐
L 』

4月初めに着工した当館の耐震改修工事は、地下と屋上とで始まっていましたが、5月下旬からは、

いよいよ3階の工事が始まり、補強のための鉄骨ブレースが取り付けられます。空間を分断するよ

うな鉄骨の入れ方はできる限り避け、もともと壁面だった箇所に施工する予定です。

a

■

ｌ

Ｕ

６

■

■

ｌ

Ｕ

６

■

L匠

L _ノ

5
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記
念
企
画
の
二
つ
め
は
、
今
ま
で
に
掲
載
発
表
し
て
き
た
研
究
ノ
ー
ト
や
資
料

紹
介
な
ど
の
論
考
一
覧
で
す
。
読
者
の
皆
さ
ん
の
検
索
の
役
に
立
て
ば
幸
い
で
す
。

※
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
は
当
館
の
ホ
Ｉ
ム
ペ
ー
ジ
上
で
Ｐ
Ｄ
Ｆ
デ
ー
タ
を

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。
↓
三
ｓ
ご
乏
乏
乏
・
厨
匡
‐
言
百
・
壱

18 17 16 15 1413 12 11 10 9 8 7 6 4 研
究
ノ
ー
ト

2221 2019

「
津
博
」
百
号
記
念
企
画
②

安
藤
治

湊
哲
夫

尾
島
治

神
尾
斉

神
尾
斉

湊
哲
夫

湊
哲
夫

湊
哲
夫

尾
島
治

湊
哲
夫

尾
島
治

湊
哲
夫

湊
哲
夫

小
島
徹

湊
哲
夫

小
島
徹

尾
島
治

湊
哲
夫

博
物
館
だ
よ
り
「
津
博
」
論
考
一
覧

ふ
た
つ
の
狩
野
家

「
真
金
吹
く
吉
備
」
考

津
山
藩
経
済
と
銀
札

押
淵
村
井
堰
差
留
め
に
よ
る
船
路
論
争
に
つ
い
て

津
山
城
下
の
同
心
組

和
気
氏
と
美
作

美
作
国
式
内
社
高
野
神
社
の
鎮
座
地
を
め
ぐ
っ
て

「
久
米
の
佐
良
山
」
考

城
下
町
の
魚
商
い

杉
坂
峠
か
万
能
乢
か

津
山
松
平
藩
の
財
政
に
つ
い
て

久
米
押
領
使
漆
間
時
国
に
つ
い
て

美
作
の
国
名
に
つ
い
て

文
化
・
文
政
期
の
市
郷
境
界
論
争

ｌ
東
新
町
・
林
田
村
間
の
城
下
境
界
線
を
め
ぐ
っ
て
’

二
つ
の
院
庄
ｌ
館
跡
と
構
城
跡
ｌ

津
山
の
東
照
宮
に
関
す
る
疑
問
ｌ
研
究
の
端
緒
と
し
て
ｌ

絵
師
と
山
論

美
作
国
作
宮
司
に
つ
い
て

49484746454443424140393837363534333231 30292827262524 記
《
小
島
徹

尾
島
治

湊
哲
夫

湊
哲
夫

小
島
徹

尾
島
治

尾
島
治

湊
哲
夫

湊
哲
夫

乾
康
二

尾
島
治

湊
哲
夫

乾
康
二

尾
島
治

湊
哲
夫

乾
康
二

尾
島
治

湊
哲
夫

乾
康
二

尾
島
治

湊
哲
夫

乾
康
二

尾
島
治

湊
哲
夫

乾
康
二

尾
島
治

湊
哲
夫

近
世
大
名
と
そ
の
菩
提
寺

ｌ
津
山
松
平
家
と
越
後
高
田
長
恩
寺
の
事
例
か
ら
ｌ

津
山
藩
の
預
地

美
作
国
英
多
郡
の
鉄
山
に
つ
い
て

津
山
中
学
校
創
設
と
大
谷
是
空

元
治
～
慶
応
年
間
の
鞍
懸
寅
二
郎
Ｉ
彼
の
書
簡
よ
り
ｌ

津
山
城
備
中
櫓
に
つ
い
て
ｌ
城
郭
史
研
究
に
お
け
る
御
殿
と
櫓
‐
上
別
編

津
山
城
備
中
櫓
に
つ
い
て
Ｉ
城
郭
史
研
究
に
お
け
る
御
殿
と
櫓
ｌ
後
編

美
作
国
真
島
山
に
つ
い
て

粟
井
郷
か
栗
井
郷
か

大
谷
家
に
残
さ
れ
た
衣
類
か
ら
見
た
大
庄
屋
の
位
置
付
け

『
美
作
孝
民
記
』
に
見
る
近
世
の
孝

渡
来
人
と
美
作

遠
藤
家
と
道
家
大
門
の
実
父
遠
藤
浦
右
衛
門

『
美
作
孝
民
記
』
の
孝
行
観
に
見
る
女
と
妻

平
安
時
代
後
期
の
美
作
国
分
寺

津
山
藩
領
と
幕
末

津
山
藩
松
平
家
お
抱
え
絵
師
ｌ
狩
野
洞
学
Ｉ

池
の
内
遺
跡
を
め
ぐ
っ
て

寛
政
四
年
津
山
城
下
町
の
様
相
ｌ
町
奉
行
日
記
か
ら
ｌ

鍬
形
薫
斎
筆
「
津
山
景
観
図
屏
風
」
に
つ
い
て

美
作
国
分
寺
の
創
建
年
代

町
奉
行
の
職
務

池
田
利
隆
宛
森
忠
政
書
状
に
つ
い
て

二
つ
の
院
庄
再
論
Ｉ
館
跡
と
構
城
跡
ｌ

「
津
山
城
下
町
町
人
地
家
割
図
」
に
つ
い
て

津
山
藩
松
平
家
お
抱
え
絵
師
Ｉ
狩
野
如
林
ｌ

白
猪
屯
倉
に
つ
い
て

6
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乾
康
二
吉
井
川
の
外
輪
船

尾
島
治
忠
広
宛
森
忠
政
書
状
に
つ
い
て

湊
哲
夫
正
応
４
年
寺
領
寄
進
状
に
つ
い
て

乾
康
二
寛
政
九
年
の
石
代
改

乾
康
二
毒
灰
一
件
と
目
明

尾
島
治
地
図
に
見
る
美
作
地
域
鉄
道
敷
設
の
変
遷

乾
康
二
江
戸
一
目
図
屏
風
の
現
在

尾
島
治
津
山
城
下
町
成
立
期
の
城
東
地
域

ｌ
「
林
田
町
」
と
「
新
町
」
を
め
ぐ
っ
て
ｌ

尾
島
治
衆
議
院
議
員
立
石
岐
の
書
簡
’
第
一
回
帝
国
議
会
紛
糾
す
Ｉ

梶
村
明
慶
中
世
の
美
作
の
有
名
人
と
の
つ
な
が
り

尾
島
治
Ⅲ
村
煙
硝
蔵
に
つ
い
て

尾
島
治
「
津
山
地
図
延
宝
五
年
以
前
製
図
」
に
つ
い
て

乾
康
二
江
戸
一
目
図
屏
風
の
現
在
２

乾
康
二
一
目
図
屏
風
の
世
界

尾
島
治
美
作
は
海
と
学
校
の
無
い
国
ｌ
学
問
所
設
置
へ
の
熱
き
想
い
ｌ

梶
村
明
慶
大
勢
力
の
狭
間
で
ゆ
れ
る
美
作
国
１
羽
柴
秀
吉
書
状
と
禁
制
状
ｌ

尾
島
治
続
・
美
作
は
海
と
学
校
の
無
い
国
ｌ
文
武
稽
古
場
か
ら
修
道
館
へ
ｌ

乾
康
二
一
目
図
屏
風
の
世
界
２

尾
島
治
津
山
城
下
町
の
目
明
し
ｌ
「
津
山
松
平
藩
町
奉
行
日
記
』
か
ら
ｌ

尾
島
治
坪
井
下
村
の
大
谷
山
論
所
絵
図
に
つ
い
て

小
島
徹
元
殿
様
と
銘
菓
「
初
雪
」

尾
島
治
「
江
戸
一
目
図
屏
風
」
の
太
陽

梶
村
明
慶
天
保
期
の
国
絵
図
の
作
成
過
程
に
つ
い
て
ｌ
諸
日
記
の
記
述
か
ら
Ｉ

小
島
徹
帰
農
を
望
ん
だ
確
堂
’
一
通
の
書
簡
か
ら
読
み
解
く
ｌ

梶
村
明
慶
再
建
さ
れ
た
天
守
閣

小
島
徹
衆
楽
園
と
曲
水
を
め
ぐ
る
い
く
つ
か
の
疑
問
点

尾
島
治
津
山
城
完
成
伝
承
に
つ
い
て

叉

叉玉

口
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Bpf写f今金津■･一LL ■窪山自で一口■■＆円ら…■…鄙も

幽唾運幽毎宛1釦一と＝狸己耳で ＆と鱒は0．sあの句碑娩・＆口讐与ら瀝翻

9回7昌苧凸『~牽下竃H周睡些上?錘、角 四ntqAもh＆

▲坤山蕊可輌確砿草耐草1準哩

克、何は 1？画』麺敏日塾醒畳過寸6部竜合田⑫でい'仏■田四？晶句f･ち密四
ウガ蝿下■厚＆-屯でとで9噴晦r24， の■りゆ■■■ハ『励二や二日責で■ﾛ喚司

虹r鉛,Q 芽■■盗己部で町●OS垂BnL包り功兇

厚勾e4呉乙宮西込切“こ〃民“観？■6。触顕u0Zg勾丘5つとのtいこ

QBW画で＆"庫3輯俊Q･兄a 8朗噂8度軸冗Fj“■■ 仁一ロー”一

悠抄11匁唖●好宙冑垂全己函健冥戸v ZqEf■■9便いう〃－名陸も可ど■

ごオア n入8Fご己阜卑的 牧■了B r ERjrウウ'”■を宣0画是琢一

号飴伐■Q ■毎行翻心旬”且〕葛祗汀了．1銅邑血で弓と旬“でおった。

一
山

率牟《185.8レハ月一…喜皐
■験鐸回十＝同匡倒、包匡ご心.STb83
A釘画伸同唖の■弟と8罐愈恥ていむ。■

｡■と塁…9鍾哩重苧て、昌同の例堂
＆ず聖山睡竺と西ら・浄掴Ⅱ壷？r位－2
と80うし“ばく■唖割堅すべて“ロ
ロ人Q凸してnbh“函匡ソであった口し

たがって取伸同凶箆唖玩貫食む、e理6

－F偉醐同■〃ていたとい凡ら．…■銅

匡舞丑Te亨回U…とをI“』とl略､、こ
れが量倖■pe入とαワた．ロ、脚色四二■
■茸空調．守分で.屋暉隼1715､
辱きご＝坐匿ぢつ亀･醇臼h亀回汎篭函念
同函さ、&･町●…リ716l
毎.唾駆い2…■唇亨＝aO哩
母して観の睡琴■■■■＆畔『凸ごど
勇魚してLqBo

炉

】皿

21号からはカラー編集となりました。 (B5判は53号まで）

999897969594 93929190898887868584838281 807978

杉
井
万
里
子
焼
失
し
た
国
元
日
記

梶
村
明
慶
津
山
城
内
の
正
月
儀
式
ｌ
津
山
藩
国
元
日
記
を
ひ
も
と
い
て
ｌ

小
島
徹
久
世
代
官
早
川
八
郎
左
衛
門
の
怒
り

ｌ
津
山
城
下
の
通
行
・
宿
泊
を
め
ぐ
っ
て
ｌ

尾
島
治
津
山
城
下
町
の
義
倉

尾
島
治
焼
き
松
茸
に
津
山
の
諸
白
ｌ
近
世
社
会
の
相
場
と
物
価
Ｉ

小
島
徹
津
山
藩
の
大
名
行
列
図
は
何
の
た
め
に
作
ら
れ
た
か
？

梶
村
明
慶
津
山
城
跡
で
行
わ
れ
た
博
覧
会

小
島
徹
津
山
藩
主
森
家
の
黄
檗
信
仰
ｌ
新
出
資
料
か
ら
の
一
考
察
Ｉ

尾
島
治
米
沢
に
残
る
廣
瀬
臺
山
の
書
状

東
万
里
子
津
山
藩
（
松
平
時
代
）
の
大
坂
蔵
屋
敷
に
つ
い
て

尾
島
治
城
下
町
の
水
車
と
景
観
Ｉ
樫
原
前
の
水
車
ｌ

小
島
徹
あ
る
儒
者
の
一
生
か
ら
見
た
津
山
藩
の
人
材
登
用

東
万
里
子
大
坂
蔵
屋
敷
の
移
転

小
島
徹
津
山
城
下
の
変
わ
っ
た
形
の
墓
標

東
万
里
子
明
和
九
年
（
一
七
七
二
）
八
月
～
十
二
月
の
日
記

小
島
徹
二
つ
の
津
山
藩
松
平
家
火
消
行
列
絵
巻
の
比
較

ｌ
ア
メ
リ
カ
に
渡
っ
た
絵
巻
の
存
在
判
明
に
寄
せ
て
ｌ

尾
島
治
「
竹
土
手
」
に
囲
ま
れ
た
城
下
町

尾
島
治
一
宮
市
町
に
お
け
る
警
備
出
役
と
市
町
の
衰
微

小
島
徹
あ
る
書
簡
か
ら
見
た
鞍
懸
寅
二
郎
と
井
汲
唯
一
の
交
流

梶
村
明
慶
城
下
の
町
人
か
ら
藩
へ
の
献
上
Ｉ
文
化
三
年
の
事
例
か
ら
Ｉ

小
島
徹
津
山
藩
に
お
け
る
徳
川
家
歴
代
将
軍
の
年
忌
法
要

服
部
綾
乃
津
山
藩
の
刑
罰
に
つ
い
て

ｌ
『
町
奉
行
日
記
」
文
化
三
年
の
事
例
を
も
と
に
Ｉ
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｢津博｣論考一覧 澤博2019.5No.100

資
料
紹
介
・
館
蔵
資
料
か
ら
・
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
館
蔵
品

（
表
紙
掲
載
資
料
は
何
ら
か
の
解
説
文
が
あ
る
も
の
に
限
定
し
ま
し
た
）

※
津
山
市
教
育
委
員
会
所
蔵
の
も
の
は
「
市
教
委
蔵
」
と
略
記
。

１
》
将
軍
宣
下
に
付
津
山
藩
主
登
城
の
図

２
罪
津
山
産
パ
レ
オ
パ
ラ
ド
キ
シ
ア
骨
格
復
元
模
型

３
昶
棚
田
暁
山
「
武
将
出
陣
図
」

４
》
鍬
形
薫
斎
「
江
戸
一
目
図
屏
風
」

５
率
陶
質
士
器
甕
（
市
教
委
蔵
）

率
土
居
妙
見
山
古
墳
出
土
の
内
行
花
文
鏡
に
つ
い
て

６
卵
銅
鐸
（
勝
央
町
植
月
北
出
土
⑳
館
蔵
）

７
》
軒
丸
瓦
（
美
作
国
府
跡
出
土
、
市
教
委
蔵
）

８
一
津
山
城
下
町
絵
図
（
紙
本
彩
色
・
嘉
永
７
年
）

９
恥
鋸
歯
文
鏡
（
津
山
市
樋
ノ
池
南
遺
跡
出
土
・
館
蔵
）

叩
や
竹
林
七
賢
図
屏
風
（
部
分
）
（
６
曲
１
隻
・
紙
本
着
色
・
狩
野
洞
学
筆
、
館
蔵
）

皿
咋
出
産
届
（
文
化
８
年
・
館
蔵
）

返
却
人
物
埴
輪
（
津
山
市
日
上
畝
山
古
墳
群
出
土
・
市
教
委
蔵
）

田
》
軒
平
瓦
（
美
作
国
分
尼
寺
跡
出
土
・
市
教
委
蔵
）

腔
諏
墨
書
土
器
「
厨
」
（
美
作
国
府
跡
出
土
・
市
教
委
蔵
）

巧
》
津
山
藩
江
戸
藩
邸
図
（
宝
暦
９
年
、
館
蔵
）

陥
率
美
作
国
留
守
所
下
文
（
複
製
）
（
館
蔵
・
原
物
仁
和
寺
蔵
）

〃
》
後
醍
醐
天
皇
倫
旨
（
複
製
）
（
館
蔵
・
原
物
和
歌
山
県
熊
野
速
玉
大
社
蔵
）

娼
恥
津
山
藩
主
松
平
斉
孝
津
山
入
国
図
（
部
分
）
（
館
蔵
）

岨
率
鋳
造
児
島
高
徳
像
（
館
蔵
）

加
辛
東
照
宮
二
百
回
忌
祭
礼
図
（
部
分
）
（
文
化
ｎ
年
・
館
蔵
）

創
咽
東
一
宮
村
山
方
東
組
西
組
絵
図
（
館
蔵
）

犯
》
墨
書
土
器
「
少
目
」
（
美
作
国
府
跡
出
土
・
岡
山
県
古
代
吉
備
文
化
財
セ
ン
タ
ー
蔵
）

認
叱
高
田
城
下
町
絵
図
（
部
分
）
（
館
蔵
）

劉
一
備
中
国
絵
図
（
館
蔵
）

剛…I俶庇麺na15uy劃”恥g"一

兆博物館蓄翻
津山郷土博物館

鰯典博 館物 三三博物館壽雲
■■ 津山郷土博物館 ■■

焔6ふ
2010．3

〆

ﾛ津山揮土博物餌

里？垂些子匡■戸丘且■やα

室竺T■兎“&“＝芭率麺己
･■■■Z逗婁,‘■早一唖－9つ上・■兎
““ど咽びa産玲麺傷口…巳冒ら“
■■｡Q⑳能一四b……ること四
一尾．あ■……ろ…■で．n厘車
〃も■局でい､尾■人が君国い■…牙差ら卑
白EB沙食･池口・色事＝嘩是瓜ぞ、~ら
■たつ凋人･■込旬りじ■畠aで昼み、■唾■
りげか｡“人心一遍尾礎ぜる竃鰹速麺夙遭
6tお"つた

暑唖比八年■■b下山上よると■桶6唇‘
DB■19編･憧印や．侭…手.…h4
卿とむぁにいひ.ごn包冠■"ろ腫也a部⑲■で
■式．

8匙.…■人心ごm、…知盈の跡
『.こり．■■■鮭.里人由I…jq■望
睡j耐 乱心壁

■密韓8■■含写司■日
一

エ
あ
グ
ー
秀
＆
心
珂
Ｉ

§
冷
醗

月
肌
鰹

一
－

’ 叫吐一一二…

54号からはA4判に、 62号からは8頁組みに変更しました。
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65号からは名称を「津博」に変更、70号から現行のロゴを使用しています。

5251 5049484746454443424140393837363534333231 302928272625

鉄
地
金
（
津
山
市
狐
塚
遺
跡
妬
号
住
居
趾
・
７
世
紀
頃
、
市
教
委
蔵
）

鶴
山
館
（
旧
修
道
館
）
（
津
山
市
山
下
津
山
城
跡
内
）

鞍
懸
寅
二
郎
顕
彰
碑
・
同
肖
像
写
真

津
山
城
本
丸
ノ
図
（
個
人
蔵
）

御
城
御
座
敷
御
絵
図
面
（
個
人
蔵
）

木
山
神
社
本
殿
（
真
庭
郡
落
合
町
木
山
）

美
作
国
絵
図
（
部
分
）
（
文
政
元
年
頃
・
館
蔵
）

直
垂
・
直
垂
袴
（
個
人
蔵
）

美
作
孝
民
記
（
文
政
３
年
、
館
蔵
）

鉄
鐸
（
津
山
市
西
吉
田
北
１
号
墳
出
土
“
市
教
委
蔵
）

道
家
大
門
肖
像

「
真
殿
村
三
次
郎
妻
国
」
挿
図
（
『
美
作
孝
民
記
』
巻
二
・
館
蔵
）

軒
丸
瓦
Ⅲ
型
式
（
美
作
国
分
寺
跡
出
土
・
市
教
委
蔵
）

御
用
日
記
（
個
人
蔵
）

狩
野
洞
学
筆
竹
林
七
賢
図
屏
風
（
６
曲
１
隻
・
館
蔵
）

顎
部
施
文
軒
平
瓦
（
津
山
市
勅
使
遺
跡
出
土
・
館
蔵
）

津
山
松
平
藩
町
奉
行
日
記
（
寛
政
４
年
・
館
蔵
）

津
山
景
観
図
屏
風
（
鍬
形
薫
斎
筆
・
江
戸
時
代
後
期
個
人
蔵
）

美
作
国
分
寺
跡
軒
丸
瓦
１
Ａ
（
当
館
保
管
）

町
奉
行
勤
向
心
得
（
愛
山
文
庫
・
館
蔵
）

池
田
利
隆
宛
森
忠
政
書
状
（
個
人
蔵
）

院
庄
碑
（
貞
享
５
年
）

津
山
城
下
町
町
人
地
家
割
図
（
個
人
蔵
）

鍾
埴
図
（
狩
野
如
林
乗
信
筆
・
江
戸
時
代
・
個
人
蔵
）

彫
書
水
月
一
如
（
彫
無
季
作
、
館
蔵
）

津
山
景
観
図
屏
風
（
右
隻
部
分
・
鍬
形
薫
斎
筆
・
個
人
蔵
）

森
忠
政
書
状
（
個
人
蔵
）

寺
領
寄
進
状
（
正
応
４
年
６
月
・
万
福
寺
蔵
）
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95939089 888786 858483817774737271 6461 60595756555453

旧
大
庄
屋
の
士
族
編
入
願
（
梶
村
明
慶
）

津
山
藩
士
丸
尾
元
意
の
江
戸
下
向
道
中
記
録
（
小
島
徹
）

大
年
寄
廃
止
の
書
状
（
梶
村
雨

ビ
ー
ル
冷
や
し
（
梶
村
明
慶
）

昭
和
９
年
９
月
即
日
今
津
屋
橋
流
出
（
写
真
提
供
《
森
永
貞
朝
氏
）

古
写
真
紹
介
～
失
わ
れ
た
津
山
を
求
め
て
藺
田
川
旧
三
枚
橋
と
妻
神
社
～

旧
備
前
往
来
「
富
川
宿
（
津
山
）
村
境
」
（
佐
野
綱
由
）

天
保
山
諸
家
警
備
之
図
（
梶
村
明
慶
）

西
東
三
鬼
遺
品
の
硯
（
梶
村
明
慶
）

元
禄
美
作
国
切
図
（
小
島
徹
）

中
村
家
寄
贈
資
料
（
杉
井
万
里
子
）

西
東
三
鬼
に
関
す
る
資
料
と
津
山
市
内
の
小
字
図

作
事
所
作
成
の
津
山
城
御
殿
絵
図
ほ
か
（
東
万
里
子
）

安
東
次
男
の
自
筆
原
稿
（
梶
村
明
慶
）

田
外
白
鷺
の
四
国
一
周
旅
行
記
（
東
万
里
子
）

佐
平
焼
の
置
物
ｌ
ラ
イ
オ
ン
型
Ｉ
（
東
万
里
子
）

永
礼
孝
二
百
シ
ァ
人
形
（
女
）
」
・
「
小
諸
城
跡
」
（
梶
村
明
慶
）

手
押
し
の
消
防
ポ
ン
プ
（
梶
村
明
慶
）

牧
家
文
書
（
梶
村
明
慶
）

天
正
二
年
（
一
五
七
四
）
浦
上
宗
景
書
状
（
梶
村
明
慶
）

寛
政
十
二
年
（
一
八
○
○
）
郷
中
諸
割
賦
建
方
定
書
大
意
（
東
万
里
子
）

大
年
寄
廃
止
の
書
状
（
梶
村
明
慶
）

米
中
買
人
数
附
（
玉
置
家
文
庫
・
館
蔵
）

葵
紋
付
簾
（
江
戸
時
代
）

大
谷
碧
雲
居
（
津
山
市
山
北
出
身
・
本
名
「
浩
」
）

当
館
所
蔵
「
西
東
三
鬼
文
庫
」
に
つ
い
て
（
佐
野
綱
一

大
年
寄
座
右
手
鑑
、
宿
切
手
（
玉
置
家
文
庫
館
蔵
）

「
浩
」
）

（
佐
野
綱
由

『
渓
流
』
赤
松
麟
作

伝
・
岡
高
塚
古
墳
出
土
の
筒
型
銅
器

）

そ
の
他
（
館
長
随
筆
・
特
別
寄
稿
な
ど
）

92756765 62544 3 999796

神
尾
斉
「
業
平
東
下
図
」
に
み
る
富
士

安
藤
治
博
物
閑
話
「
棚
田
暁
山
『
武
将
出
陣
図
』
の
正
体
は
？
」

安
藤
治
博
物
閑
話
「
『
は
た
商
い
』
は
ご
禁
制
」

佐
野
綱
由
安
東
次
男
の
八
古
典
評
釈
Ｖ

加
田
誓
子
久
原
濤
子
の
ブ
ロ
ン
ズ
像
を
め
ぐ
る

乾
康
二
津
山
と
進
駐
軍

佐
野
綱
由
館
長
随
筆

「
津
山
市
上
之
町
・
出
隆
、
神
伝
流
、
平
沼
の
よ
っ
さ
ん
、
そ
の
他
」

乾
康
二
５
分
で
わ
か
る
津
山
の
歴
史
①

「
む
か
し
む
か
し
、
津
山
は
海
で
し
た
。
」

乾
康
二
５
分
で
わ
か
る
津
山
の
歴
史
②
「
お
お
む
か
し
の
ヘ
ン
な
生
き
物
？
」

梶
村
明
慶
な
か
な
か
自
主
独
立
で
き
な
か
っ
た
美
作
国

杉
井
万
里
子
博
物
館
の
し
ご
と
「
資
料
の
補
修
」

兵
庫
教
育
大
学
吉
國
秀
人
「
津
山
藩
松
平
家
の
大
名
行
列
図
」
の
巨
大
絵
巻
を

授
業
で
活
用
し
て
み
ま
せ
ん
か
？
（
特
別
寄
稿
）

河
井
達
海
（
一
九
○
五
～
一
九
九
六
）
の
油
彩
画
（
東
万
里
子
）

鷲
田
重
郎
が
油
彩
で
描
い
た
古
民
家
の
数
々
（
小
島
徹
）

京
都
御
屋
鋪
御
買
上
ケ
証
文
（
梶
村
明
慶
）

※
分
類
名
の
な
い
も
の
含
む博物館キャラクター

つきようのすけ

｢津郷之介」
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、

甑麿o
現在、津山郷土博物館は耐震改修工事のため休館中ですが、調査・研究等のための資料閲覧につい

ては対応させていただいていました。しかし、工事の本格化にともない、資料の閲覧につきましては、

令和2年4月（予定）の再オープンまで中止させていただきます。利用者の皆様にはご迷惑をおかけい

たしますが、ご理解いただきすよう、よろしくお願いいたします。

炉 可 一一一一一一一一一一一可一 ■■し一一一■■一q －－ 一一一一一一一一一 ■ q■ 弓 F 弓 b 4 P 4 P 4 P 4 P 呵 炉 b 4 b 4 b 弓 弓 F 4 炉 q b 4 P 弓 P P 4 P d P 4 ﾄ q 4

Ｔ

■

Ｆ

町

・

用

庫
間
■
ｔ
律
■
ｐ
“
■
■
す
り

文
化
酉
年
二
さ
宅

津
山
松
平
藩
町
奉
行
日
記
二
十
五

”
》

博物館キ

｢ファイア

｢津山松平藩町奉行日記25」

(文化4年）を刊行しました。

頒布価格800円

仰
山
鱒
ｋ
脚
物
蝕

博物館キャラクター
お

「パレ夫｣

い い ■ P 呵 り 弓 P ﾄ 4 P 4 P 4 呵 炉 P q P P 訂 F F P一一一一一一一一■B ■ 可 ひ

広報活動 教育普及活動

◆博物館だより「津博」の発行

No.100/5月 No.101/7月

No.102/10月No.103/来年1月

◆古文書講座

5月25日㈱．6月19日㈱．7月25日㈱

9月17日脚

※三休み子供歴史教室は、今年度は中止します。
出版

◆｢津山松平藩町奉行日記26｣翻刻出版 文化財めぐり
◆平成30年度年報の刊行 ◆5月25日出。11月16日出。3月14日出

、ノ

可

土騨龍纒詩。 裏
『
、
こ
エ
ア
六
ｅ

Ｎ 只今

耐震改修工事のため

休館中1

再オープンは

令和2年4月（予定）

一 一●一一一 ● ●●●●●÷。÷･■■･■■■＝■ロー■ ■｡■字宇■｡‐‐‐‐‐‐･ロ｡~●ロヰーニニ●ー＝一一一今一一一 ● 一一一一÷一一一一参一一●

[編集･発行］津山郷土博物館

〒708-0022岡山県津山市山下92

Tel (0868)22-4567 Fax(0868)23-9874

E-mail tsu-haku@tvt.ne.jp

[印 刷］有限会社弘文社

’
参は、津山松平藩の槍印で剣大といい、現在津山市の市章となっています。
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